
令和元年５月分交付金概算払単価公表 

公益社団法人 大分県畜産協会  TEL：097-545-6594 

FAX：097-554-4049 

令和元年７月１１日 

第100号 

マルキンだより 

肉用牛肥育経営安定交付金制度の令和元年５月分の交付金概算払単価が公表されましたので、

概算払いを行います。 

肉専用種については、27,689.0円・乳用種については、26,806.1円 交雑種については交付があり

ませんでした。 

詳細につきましては、肉用牛肥育経営安定交付金制度の交付金単価について【令和元年５月分】

（独立行政法人農畜産業振興機構発行）」をご覧ください。                                                         

畜産PR大使「おーいたん」 

牛マルキン事業に関係するホームページ 

  ★公益社団法人 大分県畜産協会 http://ooita.lin.gr.jp/                                 

  当協会のホームページです。マルキン情報の他、市場結果、種雄牛情報等も掲載しております。 

  ★独立行政法人 農畜産業振興機構 https://www.alic.go.jp/operation/livestock/assistance-marukin_00002.html 

トピックス 

 令和元年5月分の

単価（概算）が公表

されました。 

 5月分の交付金交

付は、7月29日

（月）を予定しており

ます。 

 

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
H31.1

月
2月 3月 4月 R1.5月

肉専用種 106,30 113,00 136,80 148,20 89,400 55,500 62,000 31,400 74,840 87,491 86,398 0.0 27,689

交雑種 54,300 75,000 71,000 50,800 36,700 25,200 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

乳用種 23,500 21,900 25,800 25,400 40,200 33,700 33,400 39,700 54,378 64,769 74,024 38,722 26,806
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（１）畜産物の市況展望【牛肉】 ～量販店で和牛から交雑牛へのシフトが顕著～ 

 5 月の牛枝肉価格は、和牛は去勢 A5 が前月比 32 円安の 2,733 円（前年同月比 36 円安）と続落し、同

A4 は 1 円安の 2,432 円（同 5 円高）、同 A3 は 42 円安の 2,220 円（同 73 円高）、同 A2 は 90 円安の 1,942

円（同 15 円安）と低調だった。大型連休明けで牛肉消費が鈍化、輸入牛肉や乳去勢などより安価な商材へ

と需要がシフトし、和牛の各等級で値下がりした。 

 一方で、交雑牛は B4 で 2 円安の 1,762 円（同 67 円高）、B3 が 25 円高の 1,667 円（同 141 円高）、同

B2 は 41 円高の 1,572 円（同 209 円高）と和牛の代替需要と出荷減少で、前月よりも 30 円前後上昇した。 

 高単価品の動きが冷え込む中で、ハレの日の商材が和牛から交雑牛に切り替わり、2、3 等級は前年実績

を大幅に上回る相場形成をみせた。 

 末端需要は高単価商材である牛肉離れが加速し、入梅の低調期に老後 2,000 万円問題なども浮上したこ

とで、消費者の買い控えはますます深刻な状況で、今後も価格訴求型の輸入牛肉や交雑牛などへのシフト

がさらに進みそう。 

 従来の豪州産、米国産に加え、TPP11 で関税が下がったカナダ産が注目され、関税差を生かして平日の

定番で販売し、輸入牛肉販売の底上げを図る量販店も。外食はインバウンドや一部富裕層向けの業態やホ

テル関係は安定した推移を見せているが、知名度の高い予約困難店に人気が偏ってきている。普段の日常

は節約し、ハレの日のごちそうは外食するメリハリ消費の傾向が続く。和牛はインバウンドや輸出市場に

依存する構造になりつつある。 

 7 月も梅雨明けまでは低調な推移が続きそう。量販店は輸入牛肉や交雑牛が主力アイテムとなろう。交

雑牛のと畜頭数が 7％減と予測される中、交雑牛は供給不足でされに反発する可能性もある。和牛去 A5 で

2,750 円前後、A4 で 2,400 円、A3 で 2,150 円～2,200 円、交雑種去勢 B3 で 1,650 円前後。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌７月号 抜粋） 

 

 

（２）情報提供 ～肉用牛における飼料・栄養面からの暑熱対策～ 

近年、最高気温の更新や真夏日が多くなる傾向にあり、農畜産物への被害が報告されている。温室効果

ガス排出の抑制を行わない IPCC の RCP8.5 のシナリオを用いた今世紀末の平均気温は、約 4℃上昇し、

南の地域ほど真夏日、猛暑日および熱帯夜の増加が顕著になると予測されている。肉用牛は乳牛に比べ暑

熱への影響は小さいと考えられているが、安定した肉用牛生産のため、暑熱による影響評価や適応策を考

える必要がある。 

暑熱環境が肉用牛に及ぼす影響としては、採食量の低下、発育の遅延、飲水量の増加、繁殖成績の悪化

などを生じることが知られているが、その多くは外国品種を用いた研究である。そのため、我が国の肉用

牛の主要品種の黒毛和種肥育牛を対象とした知見はほとんどないことから、黒毛和種牛への暑熱の影響や

対策技術を明らかにする必要がある。 

 

◆黒毛和種牛の生産性に対する暑熱環境の影響 

暑熱環境が黒毛和種肥育牛の生産性に及ぼす影響を明らかにし、その影響を緩和する飼養管理技術につ

いて検討し、肥育ステージごとに適温期と暑熱期を比較検討した。 

 その結果、肥育前期（10～14 か月齢）と後期（23～28 か月齢）では、飼料摂取量、増体日量および飼料

効率が適温期に比べて暑熱期に顕著に減少した。一方、肥育中期（15～22 か月齢）では、飼料摂取量は適

温期に比べ暑熱期に増加し、増体日量と飼料効率は両時期に差はみられなかった。また、摂取飼料に占め

る濃厚飼料の割合は、肥育前期と後期では適温期よりも暑熱期に増加したが、肥育中期では両時期に差は

みられなかった。したがって、黒毛和種肥育牛の生産性に対する暑熱の影響は、肥育ステージによって異

なっていることが明らかになった。 

 次に、肥育後期の黒毛和種牛を用いて、適温期と暑熱期の飼料摂取量と飼料の消化率を実際に測定し、

比較検討した。その結果、飼料の摂取状況は、前述の肥育後期の解析結果と同様で、適温期に比べ暑熱期

は摂取飼料に占める濃厚飼料の割合が増加していた。また、測定した多くの飼料成分の消化率が、適温期

に比べて暑熱期に顕著に低下した。 

 反すう家畜では、飼料摂取に伴い発酵熱が生じるが、濃厚飼料は粗飼料に比べて発酵熱が少ないため、

暑熱環境下の肥育牛の体温上昇抑制のため濃厚飼料を選択的に摂取したと考えられた。しかし、元々濃厚

飼料の給与量が多い肥育牛では、摂取飼料に占めるデンプンの割合が極端に高まり、第一胃発酵のバラン

スが崩れ、暑熱期の飼料消化率低下につながったと考えられた。 

 これらのことから、暑熱期の黒毛和種肥育後期牛の生産性低下を抑制するためには、飼料の消化性を低

下させない飼養管理を行う必要があることが明らかになった。 

◆以後、興味のある方は別紙をご覧ください。 

（※公益社団法人中央畜産会 発行 畜産コンサルタント誌７月号 抜粋） 








